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「臨時福祉給 付金事業・
　 子育て世 帯臨時特例給付金事業」

　6月 定 例 会 を、6月9日 か ら6月12
日までの4日間の会期で開きました。
　一般会計予算は3548万円の増額
で、補正後の総額は33億7148万円
となりました。事業としては、今年
度も続けられる「臨時福祉給付金事
業・子育て世帯臨時特例給付金事業」
があります。
　議案17件（内、専決処分の承認
について7件）、請願2件、陳情2件、
議員提出議案5件、その他2件を審議
しました。審議結果は4・5ページを
ご覧ください。

昨年に引き続き

ブランド和牛を生産し、

畜産家を支援するため、和牛10頭を購入。

鳥取和牛振興総合対策

600万円
地域の活性化と地場産業の振興を図るため、そばコンバインを購入。

特産品開発支援

500万円

町民税（均等割）非課税者※2 1100人を
対象に1人につき6000円を給付する。

臨時福祉給付金

660万円

児童手当※１の受給者60人を対象に、
1人につき3000円を給付する。

※１　�児童手当の所得制限限度額以上の方や生活保護の
受給者である場合は除きます。

※２　�課税者に生活の面倒を見てもらっている（扶養されてい
る）場合や生活保護の受給者である場合は対象外です。

イメージ写真です

子育て世帯臨時特例給付金

75万円

安心安全な情報提供をするため、防災無線の電源装置を交換する。

消防費（三倉山電源装置）

346万円
町道排水路の修繕と、町道舗装の修繕のため

町道補修事業

245万円

主 な
事 業

６ 月 定 例 会

一般会計
3548万円の

増額
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専
決
処
分

専決処分の承認について
平成26年度若桜町一般会計補正予算（第９号） 承認

専決処分の承認について
平成26年度若桜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

承認

専決処分の承認について
平成26年度若桜町赤松団地造成事業特別会計補正予算（第２号） 承認

専決処分の承認について
若桜町税条例の一部を改正する条例 承認

専決処分の承認について
若桜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 承認

専決処分の承認について
公の施設の指定管理者の指定（若桜町氷ノ山関連施設）について 承認

専決処分の承認について
公の施設の指定管理者の指定（わかさ29（にく）工房について） 承認

予　
　

算

平成27年度若桜町一般会計補正予算（第１号） 可決

平成27年度若桜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決

平成27年度若桜町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決

平成27年度若桜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決

平成27年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決

条　

例　

等

若桜町税条例の一部改正について 可決

若桜町介護保険条例の一部改正について 可決

公の施設の指定管理者の指定（若桜町氷ノ山関連施設）について 可決

若桜町過疎地域自立促進計画の変更について 可決

損害賠償の額を定めることについて 可決

そ
の
他

若桜町選挙管理委員及び補充員の選挙 当選

人権擁護委員候補者の推薦について 適任

６月定例会 審議結果一目でわかる
請
願
・
陳
情

治安維持法犠牲者に国家賠償を求める請願書
［委員会審査結果］

趣旨採択 可決

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる
ための、2016年度政府予算に係る意見書採択の陳情書

［委員会審査結果］

採　　択 可決

地方財政の充実・強化を求める陳情
［委員会審査結果］

採　　択 可決

集団的自衛権行使を具体化する「安全保障関連法案」に反対する
よう求める請願書

［委員会審査結果］

継続審査 −

議
員
提
出
議
案

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、2016年度
政府予算に係る意見書 可決

地方財政の充実・強化を求める意見書 可決

総務産業常任委員会の閉会中の調査研究について 可決

教育民政常任委員会の閉会中の調査研究について 可決

議案の採決は、川上守議長を除く９人で行います。

【上川裕見子議員】
　この法案はよく理解できていないの
で、委員会でも継続審査となりました。
報道機関各社は、80％以上の方がよく分
からないとの調査結果をしめしており、
国民にしっかりとした説明をした上で、
審議することが民主主義だと考えるので
意見書に賛成です。

【山本安雄議員】
　集団的自衛権行使については必要と思
うが、この法案については今国会成立に
反対するという意見が59％と過半数で、
谷垣幹事長は「法整備の必要性が伝わっ
ていないので、しっかりとした説明が必
要だと考える」と発言されており、意見
書に賛成です。

賛成○の意見

【山本晴隆議員】
　日本が今日抱える尖閣諸島や竹島問
題、北朝鮮の動向を考慮すれば、いつ
本国の安全が脅かされるか分からない
状況下です。
　国連加盟国は、どの国も集団的自衛
権を行使でき、日本が行使すれば外交
手段が増え、多国間にも抑止力として
働きを持てることになるので反対です。

【岡田一弥議員】
　グローバル化した国際社会では、国
際間の紛争を解決するためにリスクを
おかし関係国と協力をすることによっ
て信頼され尊敬される国家となること
が証明されるので意見書に反対です。

反対×の意見

氏　　　　名

青
木　

一
憲

山
根　

政
彦

山
本　

安
雄

岡
田　

一
弥

前
住　

孝
行

山
本　

晴
隆

上
川
裕
見
子

中
尾　

理
明

小
林　
　

誠

結　
　
　

果

安全保障関連２法案（国際平和支援法案、平和安
全法制整備法案）の今国会成立に反対する意見書 × × ○ × × × ○ ○ × 否決

討論 賛否の分かれた議案
議員提出議案
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【説明】ジビエ協会に加入し、県の指導で大手食肉業者に販売
することを検討している。（H26年度処理状況 鹿249頭　猪14頭）

【意見】将来的には、
加工施設なども考え
た方が良いと思う。

委員会活動報告 総務産業 常任委員会
委員会での取り組み所管施設の調査

旧戸倉トンネルを有効利用できないか

４月15日に、所管施設の調査を行いました。 耕作放棄地の再生に向けて
　活動実施主体は小船集落、協力組織は因幡地
区郵便局長会、支援組織は鳥取県及び若桜町と
して、平成32年3月31日まで「共生の里」事業と
し、耕作放棄地再生に向けて、締結されました。

　５月12日に、国土交通省中国地方整備局、鳥取河川国道事務所道路管理第一課及び、職員、農業委員、
地元の農業関係者、酒造会社代表、担当課長などで、旧戸倉トンネルの有効利用の検討に向け、視察を
行いました。

【協定の内容】
　農地・農業用施設等の整備や農産物の生産、
農業加工品等の製造販売を通じた農業の振興、
集落と企業の交流を通して、里山の再生などに
継続的に取り組み、元気で活力ある地域づくり
を目指すことを目的としています。

【まとめ】もみ・玄米の保存は保冷庫が主流で
ある。旧戸倉トンネルは、標高が高い場所であ
り、年間を通して温度・湿度が安定していて、
最適な環境が予想される。
　米と同様に醸造酒を５～ 10年間、熟成保存
することにより商品に付加価値をつけブラン
ド化、特産品開発に繋がるとの意見が出た。
　さらにトンネル内を低温化するために、近
くに降った雪を保存することも容易で、夏期
中のイベント開催としても利用が考えられる。

重機が入り、変わりつつある荒れた休耕田（再生後）

（一財）若桜町観光開発事業団が指定管理者の「氷太くん」

(有）若桜農林振興が指定管理者の「わかさ29工房」

旧戸倉トンネルを視察の様子

昨年視察した時の休耕田（再生前）

氷ノ山関連施設
（氷太くん・スキー場・キャンプ場）

若桜町獣肉解体処理施設（わかさ29工房）

若桜町多目的施設

【説明】
・�専決処分で平成27年6月30日まで、(一財)

若桜町観光開発事業団を指定管理者とし
て指定した。

・�今後、指定管理についてガイドラインを協
議する。

【意見】競争意識がなく、指定管理を受ける
ことが当たり前になっている。町として指導
の徹底をお願いしたい。

【説明】主にJA関係の会合等
で利用しています。

【意見】条例の目的を変更し、
利用頻度を上げる努力が必
要である。

若桜町活性化施設
（味工房）
【説明】利用状況は、ほぼ毎日稼働

しています。しかし、土産品等の
開発が遅れています。

【意見】
・�設置目的に沿って、特産品開発・

研究をする必要がある。
・�地元農産物に、付加価値を付け、

生産者に還元できるような事を
検討してほしい。

（一財）若桜町観光開発事業団が指定管理者の「若桜桜ん坊」

道の駅（若桜桜ん坊）
【説明】増収減益の状態

で、東部圏域の「道の駅」
と連携して物品販売を検
討中です。

【意見】県外への営業努
力が必要である。

関係者で草取り作業
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教育委員会 町土整備課

町民　　福祉課

委員会活動報告 教育民生 常任委員会

町営住宅改修

上下水道整備計画

伝統的建造物群保存対策調査開始

高齢者等交流
拠点施設「寄来屋」

鳥取市の
中核都市宣言
による
保健所設置

世代間交流センター

地域福祉センタードリーミー

　米分校

健康マイレージ ストックヤード

情報館利用状況、ムーブック
利用実績、図書システム

高校生医療費助成

赤松団地賃貸住宅
【説明】社会資本整備交付金が減額とな

り、計画の見直しが必要となり、3棟改
修の予定が減るかもしれない。

【意見】改修にあたり、入居者から個人
的に相談があると思う。具体的な説明
をし、新住宅に入るか、既存の住宅に
入るのか聞く必要がある。

【意見】
・�指摘していた玄関前の雨漏

りは綺麗に修理されていた。
・�更なる利用促進をされたい。【 説 明 】 岩 美、 智 頭、

八頭、若桜町も市の保
健所に業務を委託した
方が良いものと、県の
ままにした方が良いも
のと、市と県と二重行
政にならないように検
討している。

【概要】切れ目のない子育て支援や相
談事業を実施していくために、拠点
となる施設をわかさこども園に併設
して建設し、地域の人と交流も行い
ながら、安心して子育てできる環境
の整備を行う施設です。

【説明】8月着工、12月末完成を想定
している。

【意見】関係者と協議を重ね、たくさ
んの人に利用してもらえるものにし
てほしい。

【意見】
・作業所の周りはとても綺麗になっていた。
・二階の雨漏りの早期対応。
・�空調施設、温水ボイラーの老朽化のため、バ

イオマスボイラーの導入（空調への温熱利用）
を含め、今後に向けて各課連携してほしい。

【意見】活用策を検
討してほしい。

【説明】素案は作成済みなので、健康
づくり部会で検討を予定している。

【説明】
・�今後、大型木製品も回収したいが、運搬、料金、

処理方法などを検討している。
・�小型家電は、東部広域で試験回収をしている

が、その動向を見て検討したい。

【説明】貸出冊数や来館者が減っているので、
運営審議会を開催し、利用促進など、これから
の事業を検討している。

【意見】今後、利用増加になるように検討をして
いただきたい。

【説明】県は来年度から実施
するが、本町は4月にさかの
ぼって実施する。

【意見】県より先に事業を進
めることに意義があると思
う。4月にさかのぼって実施
することは、とても重要で
ある。

【説明】
・�入居者は、4世帯が決まった。
・�あかまつ団地自治会には、

今後の区画販売の考えな
どを説明した。

【意見】委員会提案も取り入
れてもらっており、とても
良いものになっている。

【説明】
・�本年度、社会資本整備交付金が減額され

た。申請時の計画も見直している。
・�維持管理に年間4 〜 5千万円かかっている

が、統合・改良することで、経費の削減す
ることができる。

【意見】交付金補助率の変更があったことな
どを住民説明して、計画変更を理解してもら
う必要がある。

【説明】（独）国立文化財団機構奈良文化財研究所によ
り、平成27年5月15日から平成28年3月31日まで調査
されます。第1次調査では、どの様な建物があるか見
て回り、時代、建築様式、建物の材質、水路、水を使っ
た生活様式について聞き取り調査をした。
　特徴的なことは、町屋なので、誰の家の正面か裏か
分かりづらいことと、意外と蔵が残っていると言われた。

●健康マイレージ事業とは
　住民が、あらかじめ指定する健康
づくりに関する取組に参加した場合
や、あらかじめ指定する健康増進に関
する要件を満たした場合にポイントを
付与し、一定のポイントに達した住民
に特典を付与する制度のことです。

●伝統的建造物群保存地区とは
　文化財保護法の規定により、周囲の環境と一体化を
なして歴史的風致を形成している伝統的な建造物で価
値の高いもの、およびこれと一体をなしてその価値を
形成している環境を保存するため、市町村が地域地区
として都市計画もしくは条例で定めた地区のこと。

赤松団地賃貸住宅

大野地区簡易水道配水池

視察の様子

視察の様子

蔵通り
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詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

中尾　理明 議員
山根　政彦 議員
岡田　一弥 議員
前住　孝行 議員
山本　安雄 議員
上川裕見子 議員

質 

問 

者一般質問Ｑ Ａ 　６月議会定例会の一般質問は、６月10日に行われ、
６人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

中尾　理明 議員山根　政彦 議員

Q　

５
月
６
～
８
日
、
町

上
空
を
米
軍
機
が
低
空
飛

行
を
続
け
、
安
保
法
制
関

連
法
案
が
国
会
に
出
さ
れ

た
５
月
15
日
に
は
、
一
日

だ
け
で
３
回
も
飛
行
し
ま

し
た
。
こ
の
法
案
に
つ
い

て
、
６
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日
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衆
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憲
法
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査
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は
、
三
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の
憲
法
学
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が
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憲
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違
反
で
あ
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と
述
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ま

し
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。
こ
れ
が
成
立
す
る

と
、
低
空
飛
行
が
拡
大
す

Q　
「
総
合
戦
略
」
の
策

定
の
今
日
ま
で
の
進
捗
状

況
を
伺
い
ま
す
。
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小
林
昌
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町
長
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町
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ク
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ム
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提
言
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か
ら

の
提
言
書
を
基
に
総
合
戦

略
の
骨
格
案
を
作
り
、
今

後
は
、
若
桜
町
地
方
創
生

検
討
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員
会
を
６
月
に
第

１
回
を
開
催
す
る
予
定
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る
の
で
は
な
い
か
と
、
心

配
し
て
い
ま
す
。
町
長
は
、

ど
う
考
え
て
お
ら
れ
ま
す

か
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

安
保
法
制
は
、
国
民

の
命
と
平
和
な
暮
ら
し
を

守
る
国
の
責
務
で
す
。
日

本
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
対
応
し
、
日
米
安
保

の
強
化
、
近
隣
諸
国
と
の

協
力
関
係
の
構
築
、
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
対
応
で
き
る

法
整
備
と
し
て
、
安
全
法

制
整
備
法
案
が
審
議
さ
れ

て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
与
野
党
間
の
十
分

な
審
議
を
望
む
と
と
も
に
、

国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

し
て
お
り
、
９
月
に
向
け

て
策
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q　

各
集
落
、
各
団
体

組
織
な
ど
、
活
性
化
に
意

欲
的
な
組
織
も
、
地
域
づ

く
り
に
関
わ
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

個
人
や
自
治
会
、
団

体
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

Q　

若
桜
町
の
創
生
は
、

観
光
戦
略
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
若

桜
鉄
道
と
氷
ノ
山
が
２
本

Q　

小
規
模
住
宅
改
修
事

業
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な

の
か
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

こ
の
事
業
は
、
町
民

の
小
規
模
な
改
修
工
事
に

対
し
て
そ
の
一
部
を
助
成

す
る
も
の
で
、
住
環
境
の

向
上
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
手
に
職
の
あ
る
町
内

小
規
模
事
業
者
の
仕
事
づ

く
り
が
、
主
な
目
的
で
す
。

助
成
対
象
者
は
、
住
宅
の

所
有
者
で
町
税
等
の
滞
納

が
な
い
方
で
す
。
ま
た
対

象
工
事
は
、
住
宅
の
修
繕
、

増
改
築
、
壁
紙
張
替
え
、

屋
根
又
は
外
壁
塗
替
え
等

住
宅
の
模
様
替
え
等
の
工

事
で
、
町
内
業
者
が
施
工

す
る
10
万
円
～
50
万
円
の

工
事
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
助
成
金
額
は
、
工
事

柱
に
な
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
が
、
具
体
的
な
観
光

戦
略
計
画
を
作
成
し
て
は

と
思
う
が
、
所
見
を
伺
い

ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

観
光
施
策
は
、
人

口
減
少
の
中
限
界
が
あ
り
、

そ
の
た
め
県
と
１
市
４
町

が
一
緒
に
な
り
東
部
地
区

の
観
光
資
源
を
見
直
し
、

広
域
観
光
連
携
を
図
り
そ

れ
ぞ
れ
の
資
源
を
持
ち
寄

り
市
町
村
連
携
の
中
で
の

取
組
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
当
然
町

で
で
き
る
こ
と
は
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Q　

農
業
の
振
興
の
た
め

に
は
、
若
桜
米
の
ブ
ラ
ン

ド
化
及
び
特
産
品
の
販
路

費
の
２
分
の
１
と
し
、
最

高
20
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

本
制
度
は
、
本
年
４
月
１

日
～
平
成
30
年
３
月
末
ま

で
の
３
年
間
で
す
。
ご
活

用
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

こ
の
制
度
実
施
を
歓

迎
し
ま
す
。
工
事
例
に
あ

る
便
所
の
修
繕
又
は
改
修

は
、
下
水
道
の
配
管
工
事

も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

�

坂
口
光
洋
産
業
観
光
課
長

A　

下
水
工
事
は
、
下
水

の
補
助
制
度
を
使
っ
て
頂

き
、
二
重
の
補
助
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

Q　

岩
美
町
は
、
宅
内
配

管
に
も
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
の
事
業
費
助
成
額

は
、
事
業
費
の
２
分
の
１
、

20
万
円
を
上
限
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
事
業
規
模
を

広
げ
る
な
ど
、
見
直
し
の

余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

拡
大
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

現
在
の
取
組
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

特
別
栽
培
米
の
取
組

や
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
、
若

桜
米
の
み
を
取
り
扱
う

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
改
修
、

さ
ら
に
は
新
デ
ザ
イ
ン
袋

の
支
援
な
ど
農
協
と
連
携

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
産
品
の
販
路
拡
大
も
、

町
単
独
の
特
産
品
開
発
支

援
事
業
で
生
産
支
援
や
販

路
開
拓
、
販
路
促
進
活
動

へ
も
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

Q　

個
人
農
家
は
、
個
別

に
販
路
を
探
し
出
す
の
は

大
変
難
し
く
、
所
得
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。
販
売
な
ど
を
取
り
扱

う
組
織
が
必
要
と
思
う
が
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

行
政
が
指
導
す
る
こ

�

小
林
町
長

A　

現
時
点
で
、
事
業

の
見
直
し
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
運
用
を
開
始
し
た

ば
か
り
で
、
町
民
の
需
要

の
程
度
も
把
握
で
き
な
い

現
状
の
中
で
、
今
後
、
事

業
効
果
や
事
業
主
等
の
意

見
も
伺
い
、
評
価
を
行
い
、

必
要
な
ら
見
直
し
も
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
、
低
空
飛
行
騒

音
測
定
器
の
設
置
、
自
衛

隊
機
に
つ
い
て
、
保
健
所

問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。〉

と
は
困
難
で
あ
り
、
町
と

し
て
は
意
欲
の
あ
る
方
々

が
、
主
体
と
な
っ
て
組
織

化
さ
れ
れ
ば
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

本
町
の
農
産
物
や
特

産
品
の
、
生
産
か
ら
加
工

販
売
ま
で
の
６
次
産
業
化

を
行
う
こ
と
で
、
雇
用
と

所
得
の
確
保
が
図
れ
る
の

で
は
と
思
う
が
、
所
見
を

伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

昨
年
度
、
県
の
６
次

産
業
化
総
合
支
援
事
業
を

活
用
し
て
加
工
施
設
の
建

築
及
び
施
設
の
改
良
を
さ

れ
、
生
産
能
力
の
拡
大
に

よ
る
地
域
の
雇
用
に
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
得

の
向
上
と
雇
用
の
確
保
に

向
け
た
６
次
産
業
化
の
取

組
を
今
後
も
支
援
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地方創生

県
と
１
市
４
町
が
、
広
域
観

光
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要

若
桜
鉄
道
と
氷
ノ
山
の
２
本
柱
で
、地

域
を
元
気
づ
け
る
観
光
戦
略
が
必
要

安保法制問題

命
と
平
和
守
る
法
と
し
て
、

�

慎
重
審
議
を

安
保
法
制
に
対
す
る
所
見
は
？

リフォーム制度

一
年
後
以
降
見

直
し
の
検
討
も

小
規
模
住
宅
改

修
事
業
の
見
直

し
は
？

農業問題

今
後
も
支
援
し

て
い
き
た
い

６
次
産
業
化
で

雇
用
と
所
得
の

向
上
を
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Q　

若
桜
町
で
の
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
数

を
お
伺
い
し
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

平
成
７
年
度
か
ら

平
成
25
年
度
ま
で
の
19

年
間
の
累
計
で
１
０
５
４

人
の
方
が
受
診
さ
れ
、
そ

の
う
ち
陽
性
者
は
１
４
０

人
、
陽
性
率
は
13
・
28
％

と
な
っ
て
お
り
、
県
平
均

２
・
74
％
の
約
4
・
8
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　

４
月
の
教
育
民
生
常

任
委
員
会
で
、
所
管
施

設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、

米
分
校
も

見
ま
し
た
。
こ
の
施
設
を

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
計
画

か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

現
在
は
休
校
の
た
め

教
育
施
設
と
し
て
の
利
用

し
か
で
き
な
い
の
で
、
活

用
方
法
も
本
当
に
限
ら
れ

Q　

Ｃ
型
肝
炎
患
者
と
判

明
し
た
方
、
及
び
未
検
査

の
Ｃ
型
肝
炎
の
感
染
者
の

予
備
軍
、
発
見
さ
れ
て
な

い
方
へ
行
政
指
導
を
、
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か

具
体
的
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
陽
性
者
は
、
昨
年
度

末
で
72
名
の
方
、
現
在
治

療
中
及
び
経
過
観
察
中
の

方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
一

部
治
療
等
を
中
断
し
て
い

る
方
も
い
る
の
で
、
個
別

に
お
伺
い
し
て
要
因
を
確

認
し
、
再
開
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

未
検
査
の
方
へ
の
対
策

と
し
て
、
検
診
の
重
要
性

を
、
広
報
誌
等
に
よ
り
広

く
周
知
す
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
検
診
を
受
け
や
す

い
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

ま
す
。

　

ま
ず
、
教
育
委
員
会
が

廃
止
に
向
け
て
、
地
元
の

理
解
を
得
る
た
め
の
協
議

が
必
要
で
す
。

　

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

都
会
か
ら
Ｉ
Ｔ
会
社
の
受

け
入
れ
、
氷
ノ
山
の
自
然

を
観
察
す
る
大
学
研
究

所
、
一
般
企
業
誘
致
、
𣇃

米
集
落
と
の
交
流
施
設
と
、

い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
。

道
路
整
備
も
着
々
と
進
ん

で
い
ま
す
の
で
、
そ
ろ
そ

ろ
地
元
と
一
緒
に
活
用
委

員
会
を
作
っ
て
、
検
討
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

Q　

そ
の
視
察
時
に
、
自

立
支
援
ハ
ウ
ス
（
旧
寄
宿

舎
）
の
方
も
視
察
し
ま
し

た
。
こ
の
施
設
も
利
用
者

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q　

鳥
取
大
学
医
学
部
附

属
病
院
消
化
器
内
科
の
杉

原
先
生
に
よ
る
、
実
態
調

査
、
医
学
的
見
地
か
ら
実

施
さ
れ
た
明
確
な
原
因
究

明
の
結
果
説
明
は
あ
っ
た

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

肝
臓
が
ん
の
死
亡
率

が
高
い
こ
と
、
ま
た
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
感
染
率
の
こ
と

に
関
し
て
の
疫
学
調
査
を

行
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
原

因
究
明
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

Q　

若
桜
独
自
の
助
成
金

と
か
見
舞
金
な
ど
の
援
助

の
手
を
差
し
延
べ
る
お
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

県
の
「
肝
炎
治
療

特
別
促
進
事
業
」
に
よ
り
、

医
療
費
の
助
成
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
検
診
未
受
診

者
対
象
や
治
療
中
断
者
に

対
し
て
適
正
な
治
療
に
繋

が
る
よ
う
、
き
め
細
か
な

が
な
け
れ
ば
別
の
こ
と
も

考
え
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ

ろ
で
、
障
が
い
者
を
受
け

入
れ
、
指
導
員
も
い
る
施

設
と
な
れ
ば
と
考
え
ま
す

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

八
頭
ひ
か
る
会
の
方

か
ら
、
年
に
２
回
、
再
三

そ
う
い
う
提
案
も
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
し
、
併

せ
て
考
え
て
い
く
こ
と
も

非
常
に
大
切
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

そ
の
指
導
員
の
件
に

絡
め
て
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
用
が
で
き
な
い

の
か
伺
い
ま
す
。

働
き
か
け
に
重
点
を
置
き

た
い
と
考
え
て
、
町
独
自

の
医
療
費
助
成
の
実
施
に

つ
い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q　

国
は
小
学
校
５
年

か
ら
英
語
を
正
式
科
目
に

す
る
方
向
で
検
討
を
始
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ジ

ア
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
英

語
力
を
目
指
す
と
の
方
針

の
下
、
そ
の
要
請
に
応
え
、

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
有
利

と
言
わ
れ
て
い
る
英
語
の

早
期
教
育
を
先
進
的
に
取

組
み
始
め
て
い
ま
す
。
若

桜
町
で
は
取
組
む
お
考
え

は
あ
る
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。

�

高
木
政
寛
教
育
長

A　

以
前
か
ら
中
学
校
や

小
学
校
の
授
業
や
国
際
交

流
、
英
語
に
親
し
め
る
よ

う
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

若
桜
学
園
に
お
け
る
英
語

教
育
の
一
層
の
充
実
を
図

る
た
め
に
、
平
成
26
年
度
、

�

小
林
町
長

A　

福
祉
の
関
係
に
な
っ

て
く
る
と
、
協
力
隊
だ
け

に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り

し
た
組
織
の
元
で
、
働
い

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
十

分
に
活
用
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

他
の
施
設
も
、
集
落

の
若
い
人
が
集
ま
っ
て
委

員
会
を
こ
し
ら
え
、
皆
で

考
え
て
い
く
こ
と
で
素
晴

ら
し
い
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う

い
う
環
境
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
が
５
月
26
日
に
全
面

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
危
険

な
空
き
家
周
辺
の
住
民
に

は
朗
報
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
本
町
に
は
空
き
家
対

策
条
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

国
の
「
英
語
教
育
強
化
地

域
拠
点
事
業
」
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

　

１
年
間
の
研
究
を
経
て
、

指
定
校
と
し
て
本
年
度

か
ら
は
小
学
校
段
階
に
お

い
て
英
語
を
５
、６
年
生

で
週
１
時
間
、
来
年
度
は

週
２
時
間
を
予
定
し
て
お

り
、外
国
語
活
動
を
今
、５
、

６
年
で
や
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
を
３
、４
年
生

に
早
期
化
し
、
週
１
時
間
。

１
、２
年
生
で
年
間
８
時

間
程
度
実
施
し
て
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
含
め
た
３
人
体
制
で

の
学
習
指
導
を
既
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に

は
文
部
科
学
省
が
示
す
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
教

育
課
程
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

り
、
危
険
空
き
家
等
に
対

す
る
対
応
は
可
能
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
法
の
趣

旨
に
鑑
み
、
よ
り
地
域
の

実
状
に
則
し
た
対
応
を
講

ず
る
た
め
、
関
係
各
課
の

連
携
及
び
本
町
と
し
て
の

判
断
基
準
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

Q　

こ
の
近
年
で
、
実
際

に
そ
う
い
っ
た
指
導
、
助

言
さ
れ
て
解
体
さ
れ
た
実

績
が
あ
り
ま
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

こ
の
２
、３
年
で
、

２
件
ほ
ど
あ
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
所
有

者
を
探
し
て
連
絡
を
取
り
、

解
体
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
落
や
行
政
が
努
力
を

す
れ
ば
、
対
応
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

リスの森で活動を手伝う学生たち

若桜学園

一　般　質　問Ｑ Ａ
若桜町の医療

19
年
間
の
累
計
は
１
０
５
４

人
で
県
平
均
の
４
・
８
倍

こ
れ
ま
で
の
若
桜
町
の
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
は

遊休施設利用

地
域
住
民
と
協
議
し
、

�

考
え
る
こ
と
も
大
切

使
用
目
的
を

�

拡
大
・
変
更
し
て
活
用
を

若桜町の教育

文
科
省
の
学
習
指

導
要
領
に
そ
う

英
語
の
早
期
教

育
に
つ
い
て

特定空き家

地
域
に
あ
っ
た

対
応
で
条
例
も

危
険
空
き
家
を

�

ど
う
す
る
の
か
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上川　裕見子 議員

Q　

鳥
取
創
生
チ
ー
ム
東

部
部
会
が
県
や
市
町
村
連

携
で
開
催
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
鳥
取
創

生
チ
ー
ム
東
部
部
会
で
ど

の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
て

い
る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま

す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

鳥
取
県
の
町
村
会

が
知
事
の
方
に
要
望
し
て
、

圏
域
ご
と
の
情
報
共
有
や

協
議
の
場
と
し
て
鳥
取
県

Q　

間
借
り
を
し
て
活
動

を
し
て
い
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
、
世
代
間
交

流
セ
ン
タ
ー
と
名
称
も
変

え
て
、
本
年
度
建
設
予
定

で
す
。
整
備
の
大
き
な
視

点
は
交
流
だ
と
思
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
の
充
実
も
考
慮

し
た
整
備
で
な
け
れ
ば
施

設
が
活
か
さ
れ
な
い
と
考

え
ま
す
。
現
時
点
で
の
構

想
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

総
合
的
な
子
育
て
支

東
部
、
中
部
、
西
部
の
そ

れ
ぞ
れ
の
圏
域
で
開
催
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
若
桜
町

が
参
加
し
て
い
る
東
部
会

議
に
は
、
地
域
の
産
官
学

金
労
言
の
中
か
ら
幅
広
く

集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総

合
戦
略
の
中
に
盛
り
込
ん

で
い
く
た
め
に
、
市
・
町

と
県
の
担
当
課
で
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
、
広
域
観
光
や
公
共
交

通
の
維
持
、
移
住
定
住
促

進
、
農
業
振
興
、
鳥
獣
対

策
、
福
祉
保
健
の
各
分
野

に
分
か
れ
て
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Q　

そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
キ

ン
グ
部
会
で
の
連
携
、
各

分
野
で
の
連
携
の
話
も
さ

れ
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

援
の
拠
点
と
し
て
こ
ど
も

園
の
敷
地
内
に
建
設
予
定

で
、
八
幡
広
場
の
活
用
や

地
域
の
方
と
の
世
代
間
交

流
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す

が
、
園
や
セ
ン
タ
ー
登
録

児
童
の
保
護
者
な
ど
か
ら

要
望
を
聞
き
、
反
映
し
た

施
設
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
良
い
事
例
の
新

温
泉
町
へ
保
護
者
と
一
緒

に
視
察
に
行
く
予
定
で
す
。

Q　

高
齢
者
の
方
々
に
も

子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合

い
や
子
育
て
協
力
で
何
が

で
き
る
か
、
意
見
を
聞
い

て
は
い
か
が
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

そ
の
よ
う
な
こ
と
も

や
っ
て
い
き
た
い
。

�

山
本
義
紀
副
町
長

A　

も
っ
と
基
本
の
部
分

で
す
。
鳥
取
創
生
チ
ー
ム

会
議
の
中
に
、
県
が
総
合

戦
略
の
骨
子
案
を
出
し
て

い
ま
す
。
各
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
議
論
さ
れ
た

も
の
を
県
の
総
合
戦
略
と

し
て
ま
と
め
て
、
若
桜
町

の
や
り
た
い
こ
と
も
県
の

総
合
戦
略
の
中
に
盛
り
込

ん
で
そ
れ
が
入
っ
た
も
の

が
鳥
取
創
生
チ
ー
ム
会
議

に
出
さ
れ
て
く
る
。

Q　

地
方
創
生
の
総
合
戦

Q　

岡
山
県
奈
義
町
で
は
、

子
育
て
支
援
施
設
内
に

「
な
ぎ
チ
ャ
イ
ル
ド
ホ
ー

ム
」
を
併
設
し
、お
も
ち
ゃ

図
書
館
と
し
て
木
の
お
も

ち
ゃ
の
貸
出
し
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
図
書

館
は
親
子
で
楽
し
め
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
は
想
像
力
を

育
む
役
目
も
あ
り
、
セ
ン

タ
ー
の
充
実
面
で
参
考
に

さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

い
い
提
言
で
す
の
で
、

担
当
課
と
話
し
た
い
。

Q　

幼
児
期
の
自
然
ふ
れ

あ
い
活
動
が
見
直
さ
れ
て

略
の
中
身
も
若
桜
町
の
総

合
計
画
の
内
容
と
類
似
し

て
い
る
が
、
地
方
創
生
の

総
合
戦
略
と
総
合
計
画
を
、

一
体
的
に
計
画
し
て
い
く

考
え
は
な
い
の
か
、
お
尋

ね
し
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

総
合
戦
略
は
総
合

計
画
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、

戦
略
的
に
実
施
す
る
施
策

を
盛
り
込
む
よ
う
考
え
て

い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
、
移
住

定
住
を
主
体
に
し
た
も
の

や
、
林
業
な
ど
所
得
を
上

げ
る
も
の
、
観
光
で
交
流

人
口
を
増
や
す
こ
と
、
こ

の
３
つ
の
柱
が
妥
当
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

子
育
て
、
林
業
や
移

住
定
住
や
観
光
、
そ
れ
ぞ

れ
が
上
手
に
連
携
す
る
こ

と
が
循
環
的
な
総
合
戦

略
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

実
現
可
能
で
あ
る
と

い
ま
す
。
遠
足
の
誘
致
に

併
せ
て
町
外
の
子
ど
も
と

触
れ
合
え
る
活
動
が
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

若
葉
台
に
続
き
、
秋

に
は
八
頭
町
の
保
育
所
と

交
流
予
定
で
す
。
好
評
の

庄
ノ
瀬
で
の
川
遊
び
な
ど
、

自
然
を
活
か
し
た
交
流
事

業
で
、
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
と
触
れ
合
う
機
会
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

Q　

２
人
目
の
出
産
時
、

上
の
子
の
遊
び
相
手
が
な

く
困
っ
た
と
の
声
が
あ
り

ま
す
。
一
時
保
育
な
ど
を

充
実
し
、
若
桜
で
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
応
援
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

こ
ど
も
園
へ
の
短
期

い
う
と
こ
ろ
が
一
番
大
事

な
と
こ
ろ
、
も
う
１
つ
は

若
桜
の
特
徴
を
ど
の
よ
う

に
活
か
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
が
大
き
な
計
画
の

中
で
の
柱
に
な
っ
て
く
る
。

Q　

公
聴
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
又
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
生
か
す
の
か
伺
い

ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
っ
か
り

や
っ
て
町
民
の
方
々
に
理

解
し
て
頂
き
た
い
。

入
園
は
可
能
で
す
が
、
住

民
登
録
が
な
い
場
合
は
保

育
料
無
償
化
対
象
外
で
す
。

一
時
保
育
は
住
民
登
録
者

の
み
対
象
で
す
が
、
毎
週

火
・
木
曜
日
に
実
施
の
子

育
て
広
場
は
、
誰
で
も
利

用
が
可
能
で
す
。

Q　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
貸
出
し
支
援
を
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
退

院
時
な
ど
助
か
り
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

衛
生
面
な
ど
の
問
題

で
止
め
た
経
過
が
あ
り
再

開
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

安
全
協
会
の
貸
出
制
度
を

周
知
し
た
い
。

〈
そ
の
他
、
空
き
家
の
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
利
用
、
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
対
策
の

質
問
を
し
ま
し
た
。〉

楽しいね！おもちゃ図書館 田園風景の中で子育ての拠点

林業・製材業の拠点若桜木材（協）

一　般　質　問Ｑ Ａ

山本　安雄 議員

地方創生

県
の
総
合
戦
略
と
し
て

�

ま
と
め
る

創
生
チ
ー
ム
東
部
部
会
で
の

�

議
論
は

子育て支援

保
護
者
な
ど
か
ら
要
望
を
聞
く

セ
ン
タ
ー
整
備
は

�

ソ
フ
ト
面
の
充
実
を

里帰り出産の支援

短
期
入
所
や
子

育
て
広
場
は
利

用
が
可
能

上
の
子
の
遊
び

相
手
が
欲
し
い

声
あ
り

良
い
提
言
、
課
と
話
す

お
も
ち
ゃ
の
貸
し

出
し
を
し
て
は

安
全
協
会
の
制
度
を

周
知
す
る

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
貸
出
し
支
援
を

趣
旨
を
踏
ま
え
て
盛

り
込
む

若
桜
町
総
合
計
画
と

一
体
的
に
し
て
は

Ｐ
Ｒ
し
増
や
し
た
い

自
然
体
験
誘
致
で

�

町
外
と
交
流
を
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　検証方法については、従来、議会基本条例の
条項にそった設問に得点方式で回答をしていま
した。しかし、回答しにくい設問が多くあり、こ
の度は設問を大きく見直しました。個々の議員
が、１年間の総括として自己評価を行い、議員
全体の評価点の平均点は2.46点となっています。
参考にしていただければ幸いです。
　また、新たに「議会活動について」「議員活動
について」「日頃感じていること」の３点を設問
に加えて、個々の議員に回答をしてもらいました。主な内容は次のとおりです。
　議会活動について、全員協議会・常任委員会の定期開催により、深まった議論が出来、活発な活
動が出来てきた。特別委員会は、開催頻度にばらつきがあり、活動成果もはっきり出ていない。執行
部に対し政策提言が出来るようにしていきたい。

　議員活動について、住民の声を集約し執行部
に政策として伝えるよう努力すべきである。各自
の選挙公約を再度確認し住民目線で取り組んで
行く必要がある。
　日頃感じていることについて、議員個々の発言
に対し、責任を持つことが重要である。また、不
適切な発言があった場合、委員会では委員長が、
全員協議会では議長が制止すべきである。協議
中の私語は慎み議論に集中すべきである。
　今期、１年と４か月が経ち議会活動にも慣れ一
人ひとりが自分の意見を押しすすめようとしてい

ます。そんな中での議論や協議において、個々の主張が強すぎてまとめが難しい場合が多々見られる。
相手に理解して頂く努力が必要と考えています。
　全員協議会・常任委員会・特別委員会における議論や協議は、最終的には結論を出し、執行部に
対し提言出来るようなものでなければなりません。今年３月議会定例会において、若桜総合戦略調査
特別委員会を設置しましたが、今年９月末に地
方創生「総合戦略」の策定が必要で、短期集中
議論となります。昨年12月に提出した提言書を
基に人口減少に歯止めをかけるため議員一丸と
なって実現可能な議論が望まれます。議員一個
人の議論ではなく、住民の代表として、町の将
来を見据えた住民本位の議論であるべきであり、
これらを忘れることなく議会の運営に努めてま
いります。

平成26年度

若桜町議会基本条例の検証結果
平成26年度

若桜町議会基本条例の検証
議会基本条例に基づき、平成26年度の
議会及び議会活動の実績について検証
しましたので概要を報告します。

 １ 検証方法

　問１　�公正性及び透明性を確保するなど、町民に開か
れた議会を目指しましたか。

　問２　�町民の多様な意見を的確に把握し、町政に反映
させる運営に努めましたか。

　問３　�議会内での申し合わせ事項は、不断に見直しを
行いましたか。

　問４　�町民に対し積極的に議会の有する情報を発信し、
説明責任を果たしましたか。

　問５　�町民の専門的又は政策的識見等を議会の討議に
反映させるよう努めましたか。

　問６　�町民との意見交換の場を設け、町政に反映する
ように努めましたか。

　問７　�議会審議における議員と町長等執行機関及びその
職員との関係は、緊張関係の保持に努めましたか。

　問８　�本会議における議員と町長等の質疑応答は、広
く町政上の論点及び争点を明確にできましたか。

　問９　議員相互間の自由討議を中心に議論出来ましたか。

　問10　�議員、委員会及び町長提出議案並びに町民の提
案に関する審議の結論は、議員相互間の議論を
尽くし、合意形成に努めましたか。

　問11　�町政に関する重要な政策及び課題に対しては、
議会としての共通認識の醸成を図り、合意形成
を得るため、政策討論会を開催しましたか。

　問12　�議会は、情報技術の発達を踏まえた、多様な広
報手段を活用することにより、多くの町民が議
会と町政に関心を持つよう、議会広報活動に努
めましたか。

　問13　�町政の課題全般について、町民の意見を的確に
把握するとともに、自己品格と能力を高める不
断の研鑽によって、町民の代表としてふさわし
い活動をしましたか。

　問14　�議会の構成員として、一部団体及び地域代表に
とらわれず、町民全体の福利向上を目指して活
動しましたか。

　問15　�政策立案能力を高め、政策の提言、提案の拡大
に努めましたか。

 ２ 検証結果
　　各議員の評価点は、最高が3.27点、最低が1.87点、平均2.46点となりました。

� 議員
質問

A B C D E F G H I J 合　計 平　均

問１ 3 3 3 2 3 4 2 4 2 2 28 2.8 
問２ 3 3 3 3 3 3 2 3 3 2 28 2.8 
問３ 3 2 2 2 3 3 3 4 3 2 27 2.7 
問４ 3 3 3 1 2 4 3 3 2 2 26 2.6 
問５ 2 3 2 2 3 1 2 3 2 1 21 2.1 
問６ 2 3 3 3 1 3 3 3 3 1 25 2.5 
問７ 3 2 3 2 3 3 3 4 1 2 26 2.6 
問８ 3 2 2 2 2 3 3 4 3 2 26 2.6 
問９ 3 2 2 2 2 2 3 4 2 2 24 2.4 
問10 3 3 3 3 2 3 2 3 2 2 26 2.6 
問11 1 − 1 1 1 1 2 2 1 1 11 1.1 
問12 2 2 2 2 1 2 3 2 2 3 21 2.1 
問13 3 3 3 2 2 3 3 3 2 2 26 2.6 
問14 3 3 3 3 3 2 3 4 2 2 28 2.8 
問15 3 3 3 2 2 3 3 3 2 2 26 2.6 
合　計 40 37 38 32 33 40 40 49 32 28 369 36.9
平　均 2.67 2.47 2.53 2.13 2.20 2.67 2.67 3.27 2.13 1.87 24.60 2.46 

　�　議会基本条例の各条項に基づいて以下の質問を設定し、各議員が「４ 成果があった」「３ 少し成果があった」「２ あ
まり成果がなかった」「１ 成果がまったくなかった」の４段階で自己評価を行いました。

全員協議会の様子

委員会の様子

決算審査特別委員会の様子
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３
班

２
班

１
班

集　落　名 月　日 曜日 時　　間 場　　所
落 折 10月26日 月 午後7：00 ～ 9：00 落折公民館
加 地 10月27日 火 ” 加地公民館
新 町 10月28日 水 ” 新町公民館
根 安 10月29日 木 ” 根安公民館
大 炊 10月30日 金 ” 大炊公民館
湯 原 11月2日 月 ” 湯原公民館
諸 鹿 11月4日 水 ” 諸鹿公民館
内 町 11月5日 木 ” 内町公民館
屋堂羅・口屋堂羅 11月6日 金 ” 屋堂羅相撲館
高 野 11月9日 月 ” 高野老人憩いの家
農 人 町 11月10日 火 ” 農人町公民館
中 町 11月11日 水 ” 中町公民館
吉 川 11月12日 木 ” 吉川公民館

集　落　名 月　日 曜日 時　　間 場　　所
大 野 10月26日 月 午後7：00 ～ 9：00 大野公民館
栃 原 10月27日 火 ” 栃原公民館
須 澄 10月28日 水 ” 須澄公民館
岸 野 10月29日 木 ” 岸野公民館
渕見・茗荷谷 10月30日 金 ” 渕見公民館
香 田 11月2日 月 ” 香田公民館
赤 松 11月4日 水 ” 赤松公民館
寺 所・ 馬 場 11月5日 木 ” 馬場公民館
浅 井 11月6日 金 ” 浅井公民館
三 倉 11月9日 月 ” 三倉公民館
下 町 11月10日 火 ” 下町公民館
山 田 町 11月11日 水 ” 山田町公民館

集　落　名 月　日 曜日 時　　間 場　　所
小船・久曽木 10月26日 月 午後7：00 ～ 9：00 小船公民館
中 原 10月27日 火 ” 中原公民館
岩 屋 堂 10月28日 水 ” 岩屋堂公民館
糸 白 見 10月29日 木 ” 糸白見公民館

米 10月30日 金 ” 米公民館
長 砂 11月2日 月 ” 長砂公民館
来 見 野 11月4日 水 ” 来見野公民館
あかまつ団地 11月5日 木 ” あかまつ団地公民館
若 葉 団 地 11月6日 金 ” 若葉団地集会所
上 高 野 11月9日 月 ” 上高野公民館
西 町 11月10日 火 ” 西町公民館
上 町 11月11日 水 ” 上町公民館

平成27年度　議会報告会日程

（注）この日程は、都合により変更されることもあります。

　町政に関する情報の提供に努め、議会に対する意見、町政に対する提言など、議員と

町民が自由に情報交換、意見交換するために、次の日程で「議会報告会」を開催します。

なお、日程を変更される場合は議会事務局（☎８２－２２１２）までご連絡ください。
川上議長

私た
ちが担当です

中尾　理明

小林　誠

私た
ちが担当です

上川　裕見子

岡田　一弥

青木　一憲

私た
ちが担当です

山本　晴隆

前住　孝行 山根　政彦

山本　安雄

平成
26年度

議会報告会
アンケート集計

　アンケート結果

1�　今年は11月を中心に議会報告会を開催してい
ますが、前回までは、５月を中心に開催していま
した。どちらが良かったですか。

� （回答者：315人）
　①　11月中心の方が良い〔45.1％〕
　②　５月中心の方が良い〔14％〕
　③　どちらでも良い〔38.1％〕
　④　その他〔2％〕

2　資料の内容は、分かりやすかったですか。
� （回答者：313人）
　①　わかりやすい〔50.8％〕
　②　わかりにくい〔16.3％〕
　③　どちらでもない〔32.9％〕

3　議員の説明は、分かりやすかったですか。
� （回答者：310人）
　①　わかりやすい〔65.2％〕
　②　わかりにくい〔6.8％〕
　③　どちらでもない〔28.0％〕

4　議会報告会に出席してどう思われましたか。
� （回答者：309人）
　①　良かった〔71.5％〕
　②　悪かった〔3.6％〕
　③　どちらでもない〔24.9％〕

5�　今回は、主要テーマを設定して話し合いをしま
した。主要テーマの内容は、いかがでしたか。

� （回答者：311人）
　①　良かった〔64.6％〕
　②　悪かった〔3.6％〕
　③　どちらでもない〔31.8％〕

・�重要テーマの議題について全議員の賛否の詳しい
公表

・�町民と議員が間近に向かい合っただけでも町政が
身近になる。有意義で良かった。

・�限られた者の発言で、少し残念だった。
・�報告会だけでなく、住民の意見を聞く機会を設け

るべきである。
・�各自治会が持っている問題点を話し合う機会にし

てほしい。
・�集落の意見を町政に反映してほしい。
・�出席者は少なかったが、いろいろ話が聞けて良かっ

た。議員もいろいろ考えてくださっているのが分
かりました。

・�議会、執行部、町民の区別、役割を考慮して人口
問題、若者の定住策を本気で話し合う必要がある。
今、地方創生が言われている時。最重要課題である。

・�意見交換の時間がもう少し欲しい。
・�今後の若桜を考えると悪い材料が多いと思う。日

頃から何事も前向きに考えて、やれることは何で
もやるという強い意志を持って取り組んでほしい。

・�一方通行にならないように。

実施日：平成26年
　　　　10月27日〜11月17日
　　　　13日間
場　所：各集落公民館等
参加者：331人
アンケート記入者：315人
　　　　　　　　（95.2％）

　平成26年までに５回の議会報告会が開催され、今回初めてアンケートを行わせていただきました。開催時期や資料
の内容、テーマの内容等については概ね良かったという評価をいただきましたが、参加者が減少しているのが実態です。
　議会では、議会報告会について議論を重ね、魅力ある議会報告会となるように努めてまいりたいと思います。

議会や議会報告会に対して、この様な意見がありました。（抜粋）
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意見・写真をお寄せください gikai@town.wakasa.tottori.jp 0858（82）2222メール FAX

三島　英樹さん
（屋堂羅）

丹松　幹男さん
（西町）
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　私は今、山登りに挑戦中です。この春から
あちこちの山へ登りました。最初の鬼山は草
もなく眼下もきれいに見えました。すると、
引率の方が「鹿が食べたからだと…木の皮ま
でも食べて困っている。」と聞かされ驚きなが
らも納得しました。次は兵庫県養父市の明延
鉱山跡を訪ねました。坑道を歩きながら色々
説明を聞きました。氷ノ山山系から連なる若
浪川上流にある高さ20メートルの岩肌を流
れ落ちる若浪の滝を見学しました。勿論、氷
ノ山登山は何度も体験していますが、今回は
初めて登ったような気持ちになりました。そ
れはとても天候が良くて山頂から望む大山や
賀露港、兵庫県側のスキー場などの大パノラ
マに歓喜したからです。
　そして感じたことはこんな空気の澄んだ若
桜へ全国から来て頂き、心ゆくまで楽しんで
頂ければと思います。特に登山愛好家のおい
でをお待ちしています。私はこれからも機会
をつくって山歩きをしたいと思っています。
健康のために歩きませんか。

山登りに挑戦しています
　私は林業の仕事に就いて、数年経ちました。
何も分からなかった私ですが、社長や先輩方
の指導でチェンソーや重機、架線集材などを
任されるようになりました。危険な事もあり
ますが、やりがいのある仕事だと思います。
　「緑の雇用」現場技能者育成対策事業に参加
させて頂き、資格取得、県内各地区の現場研修、
安全教育等多くのことを学びました。各事業
体での仕事のやり方は違うのですが、なるほ
どと思うこともあり、日々の仕事に活かせる
ことができました。そんな研修中に思ったこ
とがあります。若桜町の山はまだまだ手入れ
がされてなく、つるが巻いていたり、かかり
木になっていたりして荒れ放題です。作業道
を整備し、間伐や枝打ち等、木の手入れをし
なければ若桜の山は死んでしまいます。我々、
林業関係者だけでなく、地主さんや町民の皆
様のご協力がなければ若桜の山は美しくなり
ません。
　この時代に生きる私たちがこの山を再生さ
せ、後世に残していきたいと思っています。

山

このコーナーでは、議会、議員や議会だより等に
関わる町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。
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